
77.「福島県浪江町復興支援プロジェクト」の設置
（学外対応分）

実施時期又は期間
平成２３年９月２９日 ～継続中

対応部局及び人員
保健学研究科，理工学研究科，農学生命科学部，北日本新エネルギー研究所，白神自

然環境研究所，被ばく医療総合研究所の教員

実施の背景・目的
福島原発事故による放射能汚染を受け警戒区域等に指定された福島県浪江町の復興を

支援する。

実施概要
弘前大学は平成２３年９月２９日に放射線問題解決を目指し浪江町と連携協定を締結

した。

同年１２月に本学からの支援内容を提案，町と調整し，現在は町民の健康相談，環境

放射線モニタリング，植物を利用した放射性物質の除染研究等の支援活動を行っている。

また，本年８月に浪江町津島地区の集会所の一部を借り受け，調査活動の拠点となる

「弘前大学浪江町復興支援施設」を設置した。

さらに，１０月１６日に本学において浪江町馬場町長による特別講演会を開催した。

効果又は結果
現在まだ支援活動中であるが，現段階においては浪江町民の健康管理に関して寄与し

ており，活力ある個性豊かな地域社会の形成と発展の一助となっている。

今後の課題
「弘前大学」全学として長期的な支援が必要であり，当該支援活動経費を要する。

担当部局名
被ばく医療総合研究所

H23.9.29協定締結(左:遠藤学長、右:馬場町長) H24.10.16馬場町長特別後援会
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